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物には問題とならない微量である）程産みとめられたが

他の区では全然検出されなかった。したがって，この試

験における播種時3た牙あるいは6毎施用は，全く安全

に，しかも極めて省力的に，小豆の飛躍的増収をもたら

したわけである。

以上のことから．施薬時期は発芽1週間後よりも播種

時施用の方がよく，今後は薬害を軽減する方法を工夫す

べきであろう。施薬量は，厨川のような環境条件下では

ダイシストソ5％粒剤は10αあたり3軸（成分量で150

g）内外が，PSP2045％粒剤は6軸（成分量で300

g）内外が適当であるように考えられる。

摘　　　　要

′ト豆の播種時または発芽1週間後に，ダイシストソ5

％粒剤またはPSP2045％粒剤を10αあたり3吼　6

軸および10軸粂施用して凍土し、害虫の生息数・ウイル

ス病の発病株数，豆における虫害量，収量等を10株につ

いて調査した。

1・アブラムシ煩の寄生数は播種時施用では発芽当初

より，発芽1週間後施用では施薬数日後より，それぞれ

収穫期まで著しく少なく，この効果は薬量の多い区に大

きかった。

2・ヨコバイ塀はダイシストソ播種時施用の薬量の多

い区に若干少ない傾向がみられたが，カメムシ頼乱鞘効

目害虫成虫，鱗題目害虫幼虫等は生息数が少なくて，処

理間に全く差がなかった。

3・ハダニ類はダイシストソの全処理区，PSP204

の播穐時10的区，発芽後6毎および10的区では顕著に少

なかった。

4・ウイルス病の発病株数は，播種時施用の薬量の多

い区に少ない傍向があった。

5・小豆の収量は，病害虫に対する総合的防除効果や

あるいは土壌中のNの硝酸化成におよはす好影響等と小

豆の生育を閑雲する薬害とのかねあいで決定されている

と考えられた。

6・豆における薬剤の残溜は，発芽1週間後にダイシ

ストソ粒剤を10毎施用した区に0．05ppm程度みとめら

れたが，動物には問題とならない微量であった。

7・この試験で，両薬剤区はいずれも増収したが，増

収煉向は発芽1週間後施用よりも播種時施用の方が強

く，この方が実用技術として歓迎されるであろう。

8・施薬量は，厨川のような環境条件下では，ダイシ

ストソ5％粒剤は10αあたり3毎（成分量で150g）内

外が，PSP2045％粒剤は播種時施用では6吻（成分

量で300g）内外が，発芽後施用では8～10軸くらいが

適当と考えられる。
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1ま　え　が　き

東北の主な畑作地帯は輿軌北上阿武隈，出羽山系

の山嵐青森県東部に存在し．地形が悪く憤斜畑が多

い。今後未利用地の開発が進むにつれ，ますますその面

着が増加すると考えられる。これらの地帯は酪農経営が

中心で，飼料作物の栽培が多い。傾斜畑の大型トラクタ

ー作業は平坦地とことなり作業が困難であるが牧草栽培

は比較的容易である。

よって，懐斜畑でトラクターによる牧草の栽培．収穫

などの一連の作業について検討し，債斜畑の牧草生産方

式の体系化をはかるとともに，土地利用の限界を明らか

にするため，トラクター利用試験を行なった。

本年度は耕起・整地段階について実施したので報告す

る。

2　試　験　方　法

1・場　　所

東北農就く厨川）の洪疏火山灰土嵐圃場は松林を伐

採し・レーキドーザーで抜板した新墾地である。
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2．供試面頑と傾斜度

携試圃場は第1図のとおりである。区酎ま50×120m

面槙・60α，北面偵斜で最大18度，最上部に3．5m幅の

道路を施設した。
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3．供試農機具

供試農機具は第1表のとおりである。

第1表　供　就　農　挽　具

機　　　種 型　　　　　　　　　式

ト　ラ　ク　タ

プ　　ラ　　ウ

デスク・ハロー

ツ一・・ス　●　ノヽロー・

ロ　　－　　7　　－‾

マ二ュ7・スプ

レッダー
スピソナ・ブロ

ード・キャスタ

イソターB414　40馬カ

ササキ式14〝×2格子型プラウ

20ノア×14オフセットタイプ1．67花

20本爪×4　3．8m
北鼻式60×240e孤リヤーマウントタ
イプ

1トン積グラノドドライブタイプ

マウソトタイプ

4作業方法

耕起はプラウで次の三通りの作業法を実施した。①斜

下り上側反転耕，②斜下り下側反転軌③直下耕，いず

れも往復桝を行なわず．片道は空運転で出発点にもとり

次の行程に入るようにした。

堆肥散布．砕二L均平，施肥，鎮圧等の作業は等高線

に実施し，作業が困難になった場合は斜下り法忙よった

5調査方法

仙　耕深耕幅

耕深は地平線に対し垂直に，耕幅は斜面幅を測定した

（2）班土の投てき移動

′ト球を深さ5e糀ごと，幅10－15C盈ごとに埋め，耕起後

原点からの移動距離を求めた。

（3）耕起速度

20m間の速度を測定。

141スリップ

トラクターの車輪5回転を測定し，空運転に対する比

165

率を求めた。

3　試　験　経　過

38年秋に直径30～60e硯の根株を抜排板し，5～6月に

デスク・ハローとツース・ハローを用いて圃場の凹凸を

均平化した。その後2ケ月開放匠し土壌を鎮定させ，7

月31日から試験を開始し，10月13日に終了した。作業の

順序は堆肥散布←耕起←石灰，熔燐散布←砕土←均土←

漠圧である。

開場は抜板後，均平化のため硬度が一定でなく，各種

作業の実験調査に支障があった。また．含水量も多かっ

た。土壌の硬度は深さ8e花までは均平のさいデスク・ハ

ローにより砕土され政かいが，下層は硬く，普通畑に比

較して硬度が大きい。

第2表　土　墳　調　査　表

名
液

第3表　土　壌　硬　度

注．閑農試P21硬度計で測定，

春耕・2ケ年間無耕は昭和28年耕起試験の成臍によ

る。

4　試験結果および考察

1．耕　　起

（1）斜下り上側反転耕

等高線上側反転耕については昭和37年実験の結果10度

までは作業精度が低下するが作業が可能であることがわ

かった。本試験は13～14度の値斜地で実施し，等高線桝

から順次斜下り耕に移り．土の反転，トラクターの操縦

の難易について換討した。

下り角度が等高線またはそれに近い程，土の反転はわ

るく，トラクターのずり下りが多く耕幅が大きくなり作

業精度が低下する。等高線に対して進行方向の角度が32

度．作業勾配が9度の場合に反転が良好であったので作

業精度を測定した。この結果は第4表のとおりであり，
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トラクターの焼きは9．5度でオペレーターは危険を感じ

ることなく作業が容易であった。

土の移動を′ト球埋没法で調査の結果，釈方向では差が

大きく，同一地点における上下（深さ）の差は比較的′ト

さいので，垂直方向の平均値を求め横方向について移動

距離を検討した。投てき距離は平均値で前方へ58．jc郡，

横方向64．lc郡，移動距離87．6e枕であった。

傾斜地では土壌床全の観点から耕土の流下が重要な問

題であるが，この方法では土が等高線に対して上方へ

21．3C几上昇していることが注目される。

（21斜下り下側反転桝

斜下り下側反転桝は傾斜9～14度の所で実施した。土

の反転，耕探，耕幅とも良好であったが（第4表），土

の下方への移動が大きく，トラクターの傾きが20度以上

に達し作業が困難であった。土の反転放てき移動の調査

第　4　表　　作　　業　　調　　査　　表

は前項と同様の方法で行なった結果，上側反転耕に比較

して．いずれの方向においても′トさいが，等高線に対し

下方への移動は60．1cmである。したがって斜下り下側反

転耕は土壌保全上好ましくなく，実用性は低いものと考

えられる。方形圃場での斜下り桝では圃場に三角形の兼

耕地が残り，これらを処理するために作業能率の低下す

る欠点がある。

（31直下耕

傾斜度13～14度のところで実施した。トラクターの傾

きは′トさく安定が良く，操縦も容易である。しかし，土

の下方への移動は55．6e乱に達し，土壌保全上好ましくな

い。また■下り耕の後，トラクターが上部の出発点に帰る

場合の上り走行が困難であること，一行程の長さが斜耕

に比し短いことなどから斜下り耕が良いと思われる。

2．堆肥散和

項

下 耕

丘

斜下り上側反転耕

第2国　　土

てこュア・スプレッダーで実施した結果，トラクター

と作業機のずり下がりの点から等高線作業の限界は12度

と思われる。13～18度の債斜部は斜下り法，または上方

から直下行で容易に作業出来た。ただし堆肥を圃場の上

斜下り下側反転綿

6

直　下　耕

の　　移　　動

部に運搬しておくことが必要である。

3．施　　肥

施肥はトラクターに装来したブロード・キャスクで容

易に作業出来た。散布幅は粒状肥料の場合3．4mであっ
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た。儒斜度に対し，他の作業機よりやや適応性は高く，

13度まで等高線作業が可能である。それ以上の傾斜部は

斜下り法で行なった0

4．砕　　土

等高線作業は12度まで可能であり，それ以上の部分は

斜下り法で行なった。なおオフセットタイプのデスク・

′、ローは直進性を欠き．タンデム・デスク・ハローより

安定は悪い。

5．均土・鎮圧

均土，鎮圧はツース・ノ、ロー，ローラーで実施したが

他の作業機に比較して等高線作業の適応性はやや高い。

なお，この実験はサイドブレーキを使用しないで実施

したが，適時サイドブレーキを用いることにより傾斜度

に対する適応性が若干大きくなると思われる。

6．作業能率

作業能率は平坦地に比較して当然低く，60（Z圃卿こお

ける実験結果は第5表に示した。耕起作業は調査出来な

第5表　作業能率（時間当り）

作　業　機　名

耕　　起

堆肥散布

施　　肥

砕　　土
均　　土
庚　　圧

格子型プラウ
マニュ7・スプ

レッダー

ブロード・キャ
スター

デスク・ハロー
ツー・ス・ノ、ロ一・・・

ロ　　ーー　　フ　　■】

使用巾

cm

70

300
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かったので斜下り上側反転桝について算出すると1時間

当り10αとなる。平坦地に比較して最低38％，最高70％

である。作業能率は平坦地に比し土壌の乾湿度，硬度に

ょる影響が大きいように思われる。前述したように開場

は水分が多く能率低下の原因となった。

5　む　　す　　ぴ

1．傾斜畑の牧草栽培収穫法をトラクター作業につい

て検討し，傾斜畑の牧草生産方式の体系化とトラクター

利用の限界を求める。本年度は耕起・整地法について実

施した。

2．圃場は傾斜9～18度で60（‡（120×50m）の開墾

地，圃場や最上部に3・5m幅の道路を施設した。

3．供試トラクターはイソターB414（40馬力）を

供試した。

4．耕起は14×2格子型プラウを用い．斜下り上側反

転，下側反転，直下桝を，その他の作業は等高線法で行

なった。

5．圃場は開墾地のため，土壌酸土が大きく，変異も

大で水分も多かった。

6．耕起：俸斜畑は土壌保全の観点から土を上方に移

動させ．トラクターの傾きの小さい斜下り上側反転桝が

適する。斜下り下側反転耕，直下桝は下方へ土が移動す

るため好ましくなく，トラクターの懐きが20度以上にな

ると操縦が困難となる。

7．堆肥散布・施肥・砕土・均土および鎮圧作業を高

等線に実施し，各作業には若干の差はあるが既ね12～13

度まで作業は可能で，14度以上の傾斜部は斜下り法によ

り実施出来た。ただし実験ではサイドブレーキを用いな

かった。サイドブレーキを適時使月けることにより適応

性は若干大きくなるであろう。

8．作業能率は平坦地に比し，38～70％であった。作

業能率は土壌条件の差による影響が平坦地よりはなはだ

しい。供託圃場は土壌水分が多いため作業能率が低下し

た。

9．トラクターによる耕起整地作業の可能な傾斜度は

おおむね14～15度が限界であると思われる。それ以上の

傾斜度では作業能率がはなはだしく低下する。
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